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１． 研究課題 

環境配慮型社会の実現に向けて，自立・分散型エネルギーシステム，資源循環システム，次世代

モビリティシステム等を導入したスマートコミュニティの構築が国内外で注目されている．本研究

では，地域・産学官等との強固なネットワークを活用し，新たな社会システムを提示することを目

的とした実証研究を展開している．  

 

２． 主な研究成果 

特筆すべき研究成果として，埼玉県久喜市における「BRIDGE LIFE Platform 構想*1」に参画し

た．いわゆるグリーンフィールド型のスマートシティプロジェクトであり，住宅街区・商業施設が

新設される．当研究グループが開発している「マルチベネフィット型モビリティ*2」をコンセプト

とした自動配送ロボットや非接触ごみ収集*3の技術開発・実証試験を通じて，社会実装に向けたシ

ナリオを明らかにする． 

 

*1 BRIDGE LIFE Platform構想：https://blp-pj.jp/ 

*2 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）. 官民による若手研究者発掘

支援事業／共同研究フェーズ. マイクロコミュニティにおけるマルチベネフィット型モビリテ

ィの社会実装 

*3 環境研究総合推進費資源循環領域. 非接触型ごみ収集システムの開発と社会実装に向けたシナ

リオ構築 (JPMEERF20213G01). 
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図 1 BRIDGE LIFE Platform 構想 
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５． 研究活動の課題と展望 

埼玉県久喜市の「BRIDGE LIFE Platform 構想」のみならず，脱炭素化，デジタル化の社会情勢

のなかで，当研究グループが提唱するスマートコミュニティのコンセプトがさまざまな地域で取り

組みが活発化している．これまでの研究成果を踏まえ，新たな研究プロジェクトを組成し，継続的

な成果を発信していく計画である． 

 


